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文部科学省・研究開発学校指定（2年次目） 

筑波大学附属大塚特別支援学校 研究発表会 

（兼 59回知的障害教育研究協議会） 

開催要項 

 

１．趣旨 

本校では2022年度より、文部科学省研究開発学校の指定を受けた学校研究に取り組んでいます（R4～R7）。 

 教科のうち、生活科・理科・社会科について「学びの連続性」をキーワードの一つに、運営指導委員・学部研究指

導助言講師の先生方にご指導をいただきながら、次期学習指導要領改訂に資する研究成果に繋げられるよう

日々実践を積み重ねています。 

 2023 年度はその 2 年次目として、研究発表会では各学部代表授業と共に実践の発信や共有等を行いたいと

考えています。多くの皆さまとの意見交換を通して、研究をより推進していきたいと思います。ご参加を検討いただ

けますと幸いです。 

 

２．主催 

 筑波大学附属大塚特別支援学校 

 

３．期日 

（１）参加申込期間 ： 2023年 12月 25日 12:00頃から 2024年 2月 5日（月）12:00頃まで 

 （２）実施日 ： 2024年 2月 9日（金）8:15～16:30 

 

４．会場 

 （１）会場 ： 筑波大学附属大塚特別支援学校 

                〒１１２－０００３  東京都文京区春日１－５－５     TEL ： ０３－３８１３―５５６９ 

 （２）配信サポート ： ジャパンライム（株） 

                〒１１３－００３３  東京都文京区本郷４－２－８     TEL ： ０３―５８４０―９９８０ 

 

５．参加について 

 （１）〈参加者〉教員、学生、療育関係者、特別支援教育に興味関心のある方など 

 （２）〈参加費〉無料（参加形態に関わらず全て無料です） 

 （３）〈参加形態〉対面・校内サテライト・オンラインの 3種類です 

 （４）〈申込方法〉研究発表会専用サイトにアクセスの上、必要事項を入力してください。 
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６．研究開発課題 

知的障害特別支援学校における小中学校教科の授業実践 

‐生活科・理科・社会科に関する教科等横断的な学びを通して‐ 

  

７．日程（小学部・中学部・高等部の各代表 1授業について、下記の通り予定しています） 

（１）代表授業 

学部 学習集団 授業内容 

小
学
部 

3・4年 

（つき組） 

児童 8名 

 

MT 

森澤亮介 

単元名「ぱんをつくろう ～ふりかえりをしてみよう～」 

本単元では、児童が生活の中で思いや願いをもち広げるための体験としてパン職人

とパンを作りました。パン作り体験を通して、自分を振り返る力の素地を身につけてほ

しいと考えています。そのための教材や評価方法についてご意見をお聞かせください。   

   

中
学
部 

縦割りグループ 

第 3班 

生徒 6名 

 

MT 

堀江俊丞 

単元名「私たちのくらしとみんなの施設」 

 本単元は、子どもたちが豊かな生活を営む上で必要な公共施設についての知識・技

能を広げ、自身の権利について考えるために、体験を通した学習を行いました。本時

では、話し合い活動を通して、これまでの調べ学習をまとめます。 

 

高
等
部 

1年 

生徒 8名 

 

MT 

田中麻衣 

単元名「みんながくらしやすいまち～ユニバーサルデザイン～」 

本単元は、様々な立場の「みんな」にわかる案内を考えます。本時は、エレベーター

の開閉ボタンの「わかりにくさ」に課題意識を持ち、全校児童生徒や教員、保護者へア

ンケート調査を実施しました。多様な実態の生徒に対し、どのように社会科の学びを展

開していくのか、皆様のご意見をお聞かせください。 
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８．当日の分科会について 

 

 分科会は、対面とオンラインで実施します。 

 

学部 内容 

小学部 

テーマ「小学部における体験を通して学ぶ生活科の授業づくり」  

小学部では、生活科の授業を学級毎に展開し、児童の実態に合わせた教材や指導方法、学習 

評価の在り方を検討しています。分科会では、小学校学習指導要領「生活科」の内容と対照さ

せた生活科カリキュラムや、将来の社会参加を見据えた取り組み、低中高学年の授業の繋がり、

学び方の多様な児童集団での授業づくりなどについて提案し、協議を深めたいと考えます。 

         

中学部 

テーマ「中学部における生徒の実態に応じた社会科の授業づくり」  

 中学部では、今年度も、課題別の学習集団を編成し、生徒一人一人が社会科の見方・考え方を

働かせながら、分かりやすく学べる授業を目指して、実践に取り組んでいます。分科会では、代表

授業が中心となりますが、他の学習グループについても紹介をしながら、協議を深めていきます。 

 

高等部 

テーマ「高等部における社会参加に繋がる社会科の授業づくり」  

高等部では、教育課程を踏まえて社会科の授業を学年別・教科担当制で行っています。分科会

では、多様な実態のある学習集団における単元を通した個別最適な学びや協同的な学びについ

て提案するとともに、一人ひとりの社会参加に繋がる社会科の授業づくりについて協議を深めた

いと考えます。 
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９．当日のスケジュール 

 

※〈A〉対面、〈B〉サテライトでご参加いただく皆さまへお願いがあります。別紙資料を順次アップロードいたします

ので、そちらをご確認ください。 

よろしくお願いします 


